
- 1 -

令和５年（2023年）家計調査（二人以上の世帯）の結果 
                                                          　   　　   （R6.2.29PM　差し替え。） 

（総務省統計局－北海道分） 
 
１　勤労世帯（二人以上の世帯のうち勤労者世帯）の家計 
 (1)　実収入は実質7.5％の減少 
　　　令和５年（2023年）の北海道の勤労者世帯（平均世帯人員2.93人、平均有業人員1.66人、世帯主の平
　　均年齢51.4歳）の実収入は、１か月平均56万3,270円で前年に比べ名目3.7％の減少、実質でも7.5％　
　の減少となった。（統計表 第１表） 
　　最近の動きを実質でみると、平成30年は1.5％の減少となったが、令和元年（2019年）は14.5％の増加
　となり、令和２年も2.3％の増加となった。令和３年は5.6％の減少となったが、令和４年は3.8％増加と
　なり、令和５年は7.5％の減少となった。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      　　　　　

 　　　　　　
 
 
 (2)　可処分所得は実質5.6％の減少 
　　　可処分所得は１か月平均46万4,782円で、前年に比べ名目1.7％の減少、実質は5.6％の減少となった。
　　（統計表　第１表） 
　　　最近の動きを実質でみると、平成30年は0.1％の減少となったが、令和元年（2019年）は12.5％の増
　　加となり、令和２年も2.8％の増加となった。令和３年は5.0％の減少となったが、令和４年は1.3％の
　　増加となり、令和５年は5.6％の減少となった（図２） 
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 (3)　消費支出は実質8.5％の減少 
　　　消費支出は１か月平均30万2,629円で、前年に比べ名目4.8％の減少、実質も8.5％の減少となった。
　　（統計表　第１表） 
　　　最近の動きを実質でみると、平成30年は3.7％の減少となったが、令和元年（2019年）は2.8％の増加
　　となり、令和２年は2.8％の減少となった。令和３年も6.3％の減少となったが、令和４年は10.5％の増
　　加となり、令和５年は8.5％の減少となった　（図３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (4)　費目別の実質対前年比 
　　　勤労者世帯の消費支出を10大費目別に対前年実質増減率でみると、光熱・水道が0.7％、被服及び履 
    物が0.9％、交通・通信が9.6％の増加となった。一方、食料が9.6％、住居が17.3％、家具・家事用品 
    が30.8％、保健医療が6.6％、教育は37.4％、教養娯楽が15.6％、その他の消費支出が12.1％の減少と 
    なった。（図４） 
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 (5)　費目別構成比 
　　　１か月平均の消費支出を10大費目別に構成比で比較すると、食料が24.5％で最も高く、以下、交通・
　　通信（19.1％）、その他の消費支出（18.2％）、光熱・水道（10.0％）、教養娯楽（8.3％）、住居（6.7％）、
　　保健医療（4.0％）、被服及び履物（3.6％）、家具・家事用品（3.4％）、教育（2.2％）の順になってい
　　る。 
　　　全国と比較すると、交通・通信、光熱・水道、その他の消費支出、住居の構成比が高く、教育、食料、
　　教養娯楽、家具・家事用品、保健医療の構成比が低かった。（表１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (6)　地方別に比較すると実収入は全国６位、消費支出は全国７位 
　　　１か月平均の実収入を、全国を100とした指数で地方別に比較すると、関東が110.3で１位となってお
　　り、次いで北陸が103.8で全国平均を上回った。北海道は92.6で６位であった。北海道と１位の関東と 
    の差は指数で17.7ポイント、金額で10万7,822円であった。 
　　　次に、１か月平均の消費支出では、関東が106.2で１位となっており、次いで北陸が101.5で全国平均
    を上回った。北海道は94.9で７位であった。北海道と１位の関東との差は、指数で11.3ポイント、金額
　　で３万5,898円であった。（表２） 
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 (7)　年間収入五分位階級別家計収支 
　　　１か月平均の実収入を年間収入五分位階級別にみると、所得の最も低い第Ⅰ階級で１世帯当たり37万
　　7,152円、最も高い第Ⅴ階級で84万6,868円となっており、第Ⅰ階級に対する第Ⅴ階級の格差は2.25倍（前
　　年2.68倍）となった。 
　　　１か月平均の消費支出では、第Ⅰ階級で１世帯当たり23万6,616円、第Ⅴ階級で40万9,761円であり、
　　第Ⅰ階級に対する第Ⅴ階級の格差は1.73倍（前年1.95倍）となった。 
　　　消費支出の費目別構成比をみると、交通・通信、教育、教養娯楽は、第Ⅴ階級が最も高い割合となっ
　　ている。一方、食料、光熱・水道、被服及び履物は、第Ⅰ階級が最も高い割合となっている。（表３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　(注)　「年間収入五分位階級」とは、すべての世帯を年間収入の低い方から高い方へと順番に並べ、それを調整集計世帯

　　　　数の上で五等分して五つのグループを作った場合の各グループのことで、収入の低い方から順次、第Ⅰ、第Ⅱ、第Ⅲ、

　　　　第Ⅳ、第Ⅴ五分位階級という。 
　　　　　「年間収入」は過去１年間の現金収入であるため、実収入を12倍したものと必ずしも一致しない。 
 
 
 
 
 
 
 



- 5 -

 (8)　収支バランス 
　　　令和５年（2023年）の北海道の平均消費性向（可処分所得に対する消費支出の割合）は65.1％となり、
　　前年より2.2ポイント減少した。全国は64.4％と前年より0.4ポイント増加した。 
　　　黒字（実収入から実支出を差し引いたものの可処分所得に対する割合）は34.9％で、前年より2.2ポ
　　イント増加した。 
　　　金融資産純贈（貯蓄純贈に有価証券購入と有価証券売却との差を加えたものの可処分所得に対する割
　　合）は31.8％で、前年より0.5ポイント増加した。 
　　　貯蓄純贈（預貯金と保険掛金の合計から預貯金引出と保険取金の合計を差し引いたものの可処分所得
　　に対する割合）は31.5％で、前年より0.3ポイント増加した。（表４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２　全世帯（二人以上の世帯）の家計 
 (1)　消費支出は実質4.5％の減少 
　　　令和５年（2023年）の北海道の全世帯（平均世帯人員2.69人、平均有業人員1.17人、世帯主の平均年
　　齢60.7歳）の消費支出は１か月平均27万9,420円で、前年に比べ名目0.6％の減少、実質も4.5％の減少
　　となった。（統計表　第２表）（図５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 6 -

 (2)　費目別の実質対前年比 
　　　全世帯の消費支出を10大費目別に対前年実質増減率でみると、交通・通信が14.3％増加した。一方、
    食料は7.5％、住居は1.6％、光熱・水道は0.4％、家具・家事用品は18.4％、被服及び履物と保健医療 
    は0.2％、教育は34.0％、教養娯楽は12.1％、その他の消費支出は9.5％減少した。 
　　（図６） 
 
                
                
                
                

         
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (3)　費目別構成比 
　　　１か月平均の消費支出を10大費目別の構成比で比較すると、食料が25.9％で最も多く、以下、その他
　　の消費支出（17.9％）、交通・通信（16.8％）、光熱・水道（10.6％）、教養娯楽（8.2％）、住居（7.3％）、
　　保健医療（4.8％）、家具・家事用品（3.8％）、被服及び履物（3.1％）、教育（1.6％）の順となってい
　　る。（表５） 
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 (4)　食料にみる消費の特徴 
　　　北海道の１世帯当たりの１年間の食品の購入数量を全国と比較すると、ほたて貝、かれいが２倍以上
　　となっている。その他で購入数量が多い品目は、かに、メロン、さんま、さけ、ウィスキー、柿などが
　　全国を上回っている。 
　　　一方、購入数量が全国に比べて少ない品目は、あじ、たい、ぶり、しらす干し、干しあじ、さといも、
　　梨、桃などが全国を下回っている。（表６、表７） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


